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2D-2 凌遠圧笈化をともなう K會-H々交1庚反応，，，可能往

清沢柱太託 (1反大 ・基硬.1... • 生物工存）

これjて．．，綽祖を 11じめ，＂心，いくつもの街啄碩籾で，綽肥ふ H令を外へ＜

h臼点榛を埓って、、る：とぷ萩告 3れて、ち T<• >fして，｀）ラマメ気孔，Avena. な`

と'.t1.l, H-tを外へ祓ぶすると 'I"外祁 (/1 K.,.をとりこむという、いわゆる K"-H液 1臭

鯰の行ず土0く、、われていん。漫猪 (197C/) I J綽犯。<K互f交浚反応を行なう 't:'I そ
れ、＜J.,て印い pHr“厄ぷ和くな、ん可舘距あることを，元デル戻、験て＂和笈レ
た．本浪漫て'.11，絆配 pHを決足している印枷”°<H戊， HN0Jなど＂茂酸心が易

令， o`tricaC.id,”alic acid なーと｀． a 藉訊ずあん 4令， Kt-H次復反応？｀•印恥 pH 、 及
ひ吸遠：和＜どう笈ゎみいを， もうグレくわしく言周べ 1<ti/ て`＇， その移泉を膏及宅すみ．

戻康1，綽月包，，内外で起こら← H液 1灸反応， 1 ， J:_tい絞秀汲，~KOH 1l 7衝処する1東
4手と蔚 A面で••あらと、、う 4及史＜立って， KOH を；紅し';が 0, 冷＾反応和 pH と，復
”をそれそ’れ， pHメー 1-と，表遠虹凸測灸すみというものがあみ． t̂ 行累
沢のことぶ哨らか 1くな， 1<.

(1) H...—心nor 護絞ずあみ北令， K1-H汲袂反応 oゞ遅，知っれて， pH及ひ戎

遠厄ともク惰ヵoする．閲ぇ，-f, 30...11 (90"'呼） c/tri'ca.cid 1:1, pH 2...3 マ'• I 表遠l和況
7 "&,.4 てグ）みかり， こ4 ぅ溌九JR--(CDOH);1 16凶，尺一(aoH),:.CIJが H十 ぶ4...Mと
いう：：と 1くなる。 これ1'(KOH'tぅ柏笈レて， pHJ.g，くなっ 1くと 3のう及遠狐,:1, 祁．4ふ』
？＊ぁ， 1く。し 1＜瓜’って：の埓の条液1:I, R-(COOH)J 4.[},.,H, R-（({)0H)a•Coo-K+ 。,·12. 6,.M 

, R士OOH• (C()0-)2. 2 k-t 2.t..11 ([HtJ I l ~視し 1く）というこ t ，くなん。さらに KOH をう前

促して， pH~ ，くなると，溌液，，液述泊 IJ'J2、) 0̂1'叫 Iくなん． このと 30)溌丸JR-C,0

OH・ (coo-).l • 2kt a74f. t-cc.ooブJ.3kt 2?．2 41となる．

（ユ） H↑一心ohoroi3象絞て'• あら北令， 49l ぇ心｀ ， 80,,J{ 囮， HNOJ 1:J, pH I.Iも及

透知 15I,.o'”4 むあん。 ~-H液 1臭反応＜辺ふくつれて， pH,m瑾ぷ局< 1よるが'

， 表透池 IJ 忙心nor,, 、ヽ なく 1d―る j て••,1受ら 1、̀I,¥.

(3）当だ‘、かも知れがい 9'ノ (.2)のれ泉，J心ぽ属 I !<1',屈， R-coo-碕ヒ同
じJうIく浸透和着ふする粒3として杓在することを示してし｀る．又 KOHラ弟液の復
速A和刹笈ti‘ らOHも浸透屈 I豆肴々す紅i3として和.r:1.することが硝められ1".
Pha9eoluS vu]仰ris 喋秋ふり』令げとして刹足され1＜暑：1160,v 70 ""ej/1?’• あるの

？‘̀，令祁o<freeがあゐヒすると，綽立 p叩約1.2¥:.、、うこ 'r:Iくなり，これl1名践`的

1くあ＇）え 1J・い。このこ¥:1J /条杞肉の印313とんど冴食叙として朽在することを示

改すみ．し 1くが‘って ，もし，肩成練のガ IV禾‘そラル甚o、'令戌` つれみ t"平龍してい

ないがら， ~-H改複反応‘I< Jって ，紬りもの液逸印1清ヵoするこヒベ前1奇つれん．
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20-3 ムジナモオ硝虫葉（こあり~る 5舌勧壼位と由合運勤

柴固克雄，叙島牧夫

ムジナ虹鯰背は中央脈、を l1=さも 1対

のほぼ半円形の製Jtがら「ふる．租将する面
裂庁の中央脈し含む中央啄1古，表度の表皮

と一只の大砂和胞（中后細胞）の 3細胞只
臼紐され 1 尿‘党毛が‘約40本分和してし）る．

中央域を困んて＇魚象辺域があ~. Z Z IJ:中后

細胞It「ェく，長度の叶かうは').房覚毛 t
rぶし）． 中央t戌と名馴辺啄（その境昂混I本肉眼
て●｀も叶之る）の表方細胞ぷ•よ a`、中后細胞

ば す1..E報告したよ）に， すべ` て且且奮；但
が「口わ5和釦を存屯す；細胞て、ある ．
そして一年の啄‘覚毛 i尻叙す5と．ぅ呑勤屯

む鱈片の全t恥1（這する． I5l不箪の Z と

1以裂庁の一 つの細胞i雹証lぅ敷してもお乙

~ . 呑細胞 I旬 /2 多くの）祝灼惰連絡がある Z

とI t rz.隣将の中屈細胞lElの複気的話合iゑ
数が‘ OS て••ある Z とかク、伝逹｛ぷ危負的はぷ｀ Zると思わ此る．

囮1は中央t取lZあ‘+;ぅttp厖位の ジ夜及を宗す． Sは置の細胞lZ徴小雹社£如入
し， 9日向雹知・ 点l1 ぅ徴ず~.翌、反 t" 矛、す珪々の位置の細H知的應 I千J 成1心社と和1 入し，
臼沿その点の打疇位’辟宝ょでの時向と宏定す~. j可固かの邊雌こt.、得られ匠ふ良

のB手暦](m5)を希文字て 柔` し、細り位如｀ 9 5ms)匂稀］の埒呵暦曲緑~を示す．（え団 lょ中央脈

（直角穴f0]が‘平行炉邸よリ速く I zれ1よ細胞の表釉知祠1透 V¥zとを柔してい 5.
面裂庁の？韮「ぷ 1丸和1さの屈曲， すなわ ?I訂合揖1む）は

中央脈から両側へ的 0.25'))1兄 1ぷ「ぷれ丘唸お約 0.3而 mの運勅

恥` お` Z5．一方の裂庁を固定し、他・方の製庁の，t象IZ徴

小厄磋椋 ー`窄気穿坤揺沿底沿 ，その運勤隊の一つの細胞

12索庄を和1入し，そのうf釦億位（E)と由合直虹 (M)の麻l

蛉‘ど l司印澤し丘（園2). ElさMIz 46.t4叩 s（竹＝ lq)乞
行し，瑚奮ー湿籾運）釘か‘サられる ．湿勤喘細胞のシ舌勤嘔： 園 2

位が‘ニボ的噂年 3叩初譴， それ噂鰭国 との ）国 17.ついてば明らかて｀`な

いが＼羞，直的栂細胞の半数が＇二次的応溶とふ• Zすと屈曲が生むす Jと仮足し 1,
@1 碍商鰭知蓮疇国いい吟Iりの平均を各t瓦す； と， f'I 布{~1)裂斤直
和1船斉2%MS，他穴の猿片て、は34匹己註直〈豆がぷ z_.')，ほぼ同吟（絡 5い 5の時
扉） h醒）や噂、由がぶ、1-')）訂合す 32 とは「否~.秘叶二にの庖箋毛の平数双上．＼よ
中央瓜z 直＜今作してい 3 から，それらの一 っ か‘・~I ぅ敷され丘とさの I面裂）手の屈直 l;f
もっと封）日知が・はくあ‘z1苓c、ある．

（東北丈・理・生物）

―

―

 E
E
-

I図

0.1s 
■9●●-
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2D-4 ムジtモ祇屯棄の元曾ヵ電位｀にあ‘IJ!) 11 Iレシ，うムの船与

飯島敏丈咲四危雄 （釆北f、理・主和）

砂↑毛 Iさあ苺碩物の中で 1J. 水生磋物の利点

ヒ構造刃層i坪な:::.とから屯れ生硬学的研祝四噂的
“で•． シマジ｀ 7毛繰叶碑 I：：迎 V‘戻綾的なが'lさ
e tつ。栢衣要em13I3とんど和の年9
＄恥• あり ． 蓬臼嘩四噂言い和遂位）が
環約n徴板的た記喜き ｀拍広槃の色激存閉合逗
豹も立起す 3とiiられる． これら＾ことかう、こ 一」，

0.025 0.25 2.5 25 mM rd¥ 

n材料 Il碓炉迅ヽ｀遂むの点的研免渇ふ•• あ 1 、
そn瑠、もの欲碍逗しく£里絣す 3 ことが毛要であ3.

前1秘（／り '19｝稚庄痢年~)乙｀｀人ジナ毛峨＆位
細紀の (J)静止電位のうち約／の mマ 11p必／pk：：〇心

とした 4-ol心心への氏互料渭冬勺知ぷすII起亀注イオ

ン本＇ン 1，砂免明でき ｀（2) ~iが配位のこ°ーク値 I託ば

ー

2
 

依存らしいとこを示した。 h1§1 11（ユ） Iこついて、そ
の後心哀と扱釘ふ ’’ー ・一 ，一

0.25 60 60 ""' 

外丸叫ご壌度(/....
cach caC1, HqCh 

ェ氾水のそれ1101.l5,.,M)と

／叶釘 っ`高めると． 帝正電位の愛に19m•1J.. で 、 お
釦む他叫麟 11€暉約に増加す J (lij /)。吋十で`＇す
l嘔豪屎心喝られず (I日ぇ）、 C[_とMo;9：：食とても

如釦 It- ほとんど知c.. 炉~vヽ（国 3)。又、シマシ‘,'7

毛のよう /2；和虹叫ーを起3ならば、細胞内のu: I “t 58れ月（防秘）であ 3から 、外液 e60mM | I I 
必Iこした喝念 、国 2,3のようなたを厄 I電位逆起(H!月---9-
特てゞ生ぬ炉•ある。 tた．人工 3,E..¥,.("-/0 M/1の EmA ぱ c気ぷぶ
と加乙て 、ば；農度を大をく舜下が也るとン足兒に名初

遊ほしす」、ゴくなり，遂ンに 11 杞土不 tととな ~(@4）。

叩ぶの：：と，;2、5^ Mのら知ぁ；レ‘心凡仏を加

L紐知も起る。ば， H忍，立:tn7う．ソり又を話我的
1弁輯 93と舌Lられて vヽ う。

ュIf¥.らのK這 91、ムジ` T t咽＄没細肥の武耽雹
位が＆久 lヽ 。イりであ｝吋碇I虫を示すもので "&l3。乏

ら1て．恣森逐位 1汀和豆げ迄のぬりこ句柔破，公ィ

ズ） 7ィ• f AB18ワによ豆細胞内ば灌度叫を定皮峻
からも、 こふt支希'3拓巣炉偽られた。

3
 

4
 

O 17 SS 100 112 min 
lOmM ED'l'A treatment 
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2D-5 1 パ‘／ウの和這釦 I4 およ 1なす危如 IV~ ン 改御祖
＂の効屎
゜汲近仁 ，版脊い （神大・錢 •':t 物）

蓑括t祁断し tィジ ぐ`‘／ウ＂立項 if1"'-, ¥nwoから水を石えると 4aで毬免
ぃ行く存るの 1-:::紀 1Ah t 5 2ると長祖1内岳伽胆1Jt維蒋する :,'c-/ キた叫 t
迄尤してもい丘雌炉 tnしl同様な効界のあること t稚老レ在（日＃紐約冷左矛

4-lril紅）． す訂わゥ （．g釦能力の莉碕 1,:.1'1相片があて受すみ 'f)., ぁク 11 11娑柔
私遣らナ咋クで 1A Aが笈蛉されl/{,(;tす 11わけ［＇ある． 致島と栞岡 I咋百枕で｀

“によって仰陀閲材、 I¥放也されだ U広克がリクと急‘迂 IZ成・y―すみ 二℃を昭ら 1に
レ， む名知 J‘ って 4笈梯されら豆 lレギ・ーで ，衣：出マれたイオンt再吸収するニヒ
”釦n雌 lこっ芍炉 tl／る項そしで IIる． そして小祖の面湖毬和'J-::あ‘ょ lt"

1咋成？且守和と税が狂」の渤段をしら I¥’ た`？阜9が藤'ft11'1¥ヽ 項花の雌りfi:.浚化1すエネ lv'
そ"-t "する 1凶9的な過伐であるこし 2す、 0度した。 一-;f'SrJl:vr,,らId;fム／千の
小密心1#1-:.およぼす IAA c11効昂 tlら"''', 1.. A 4 rl fr1 i::.. Yの⇔四必必“;g.・・11鴫
””"パるの t促迫するものヒ箱迄し -F... このようにして／ ＃杓叫和国
化以、合成がらほ釦瓜るエネ Iレギ ー`Lうが希して知環広・・イオ ン翁i払tした舷昂生す’’
ウ膨た愛化であみヒ II ぅ裔えす／・`麻11Iご Gって束た o

ク国か lすガ ジで Iウの多祁杞碩J淑Kよる遵勧這f[jJ..9,4Uli(,.“；・ょ疇箱r"r
如臼tうげみ約町tレら^｀‘,屯の効果広ら紀動微積も”し F--.
屯釦~Iす士屯和上 3,- 1‘'紐 2勿卸レ，ポ゚ リエケ V 召 レュープ這．し¢缶

該西心~ I日 Ir!1 1 10瓜っ'‘っ手えた。 豆勧lt"トラ ンス に伝え，匹炉，g
合も祝辱レ t。 利釈・rf 會^`て冷水t得令 91こう項犯 I2n t るク乃t用，I て仔'1 名・
l)阻喀希伍効果 ， DCMU~~ えみと厘約 ， 同 1夏しもに 3 8 7..¢• ロヒ斤った．

これ1a"りt力の終移Iこ11光名叙＇によるエ ネ1レギ ー`の 4“び l炉"t'f1・ ある ニヒで示す
毛f/) である。 D NP 11.2 aても‘o ヒなった． Pc.MBゃ NEMて"/33日1"ゼ'o
と行った． 0心血I・11.liわ 千`・ソウ I二非洛 I＜頂効で 2gで＇ゼIつヒ巧った． これらか

らAT P の仮蛉見41 た叫特に 0叫mn瓜•後 1/が, A T P-areの元心遵勧訊 lご寄
和面らしてし1 るニヒ9‘・所とウれる．

土） 1A A n秒昂 、 IA A佐錢の種特Iす喝迄しゃ t9叶莱．偽が種々りと同根/:

墜仰し町tレ1:-. 悉偽＂稚約 11祖片かり光伶叔I!. よるエネIVギーシ目私に 1A A 
ナ(1:t名之れて ll るすゎI以 ‘・席えられla.
3)1.且姿胡とエ AAのは伶七包珂 1-:.よみ効屎， p μ p ＋エ AA~理て＇は 3 日で'

ゼr.J にサる。 P C H Bナ J.AA1 NE.M-t工AAある Il110u必 in-t I A A I'--．よる
佐町I15~ 6 a内昼紗する。 これら rtI)す`` 礼し釘¢寸 IJもエAA広同明 k存た
することによリ稚寄わ身メ＂絡知されて IIる。 O心~.:ん Jc J-る翌宮効身 "'J.A A 1: J-

る＃紐がI/すじる LIJ。 これら，，，亭を 4エAA ~· Iオン酌必I"'-閉＃する A7p→9そ
Iこ1“"をもっこし t牙、0月す}もの 1).も知れな IJ 。 l}すれに Lても0叫況を
IIt AT巨reがオ ジ‘ ヤ..yク主産加の他勧およ a'.＂に内ゑ i.て 11 るこ'<.が芳之られる．
ニれらのニヒメら翌彰9 およい‘• 国 49lfJ 微·積の筏対 t::.. こ ろ紆る。
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2D-6 オジ天ーソウバ呈勅 I二4半ぅイオ ソ科勅I二つ ...9 て

゜偵臼三，虹3<.子 （神戸大・理 ・生物）

オラそ・、／ウの遷板：：ク手う K會の移動 ltToriya.lKA. (1'155,1H>2), All'!凡 (¥q69) によ')

それぞれれ告されて、ヽるが， 今回昼夜運桓9 及(>,•4頃痕逗勅に伴う主愛れ内 K.. が"/J と

石 cou....t-tr icrn. としての C.I―及ぃ・')ンゴ醍の量的麦にと校訂 lた．

昼夜運勤，t素租の上下運勤 t差勤トヲンス 1-::.よ＇）魂り史 Lたが， 4オンなと今莉

のr：：めの材料縞製：：： im如mma動玲召も埓原 ~JJ り取＇）斗· q #’Iオl=よ）遅宴”
起~すので ノ 鉢桓ん，，，植物とぅ足宅内 1：：ぁヽヽた冷ぅ東ショウヶース（内や温度 l't う昆宦内と同澤

危）の中で＂粒＜易111イt.~生 、 索柁採取時 <1)10 分前に麻内湿復 e o゚`也<. 1 ：：：ぼ I~低、下させ，

＼ヽゎゥ這酔 Lて吐栗運蒐9I=t渇埓im ，主業江と江）取り／ iち 1弓紐望歪
中でぅ東鈴ぅセて 4反、 かみそりの及で上半初と下半切 I：：切，）今 Irf::.. K十 "'~11定 1.l: 生骨，

" (10丘， 20吟固碑）の戎1定の後，＂貿水を加も<.. 1?0゚C、I吟巾加撒し J 虜砕 L"!.., 

ごれ 1:I 0分向 10、000~~て這心 t r= Lラ号中っ k↑を虔光ケ祈ドよっ <-.i.il定した． Cl万よ二
<1)上ぅ青中の crとA3-A1(l電極 t用｀這qltlた． ＇）ンゴ酋知史覧は q。IJ.be'h°""'J.. 
Passo"naau吋丸 (1974) に埠哀li""'ヵヽーノ産匹：：： It-IJンニンバ量が多くノ 戎Jl史を？且

名するので？ol1clavAT t免介加えて磨砕した t。"'01心叫わのニラ用について史量 lf=-•径
白の定量 tl-Loり『1.e.ta.Q. (I'ISI)の方シ去に 4なった．

要様 0)まバ［さ Fiい＇：：示すや＜夕刻から下 -t:L昨めI'2.0叶戊岱炉(..) のちり釈々
1：：上界す 3. 6 吟，（ュ晒， 1g 咋及“叶吋にお寸っ店•イオンウ分奇 l 吝 FI . 2 1二示す； 
とうに 乗屈9..l::.昇睛 I二（さK.,.（い下半秤 I=1＜ノ 下士吋 1::: しさ J:..半却 1=劣V¥. （「 1;t K..ヒ
叫 9t1J2 t示すが， K.,. 0)咤荷 l＝対す 3 ゅ吋g 心いとしてぱ，ケな V¥. ')ンコ酸ほそ

の千足を柿ぅしo吋 ..(/1., i呪ヒ L " "'は'11'示すかもし礼ないが， ;}L辺細庇1一知られて、9

っtt.I手e” 哨らかて・11.r:&.かった・ ;.セに仕浅中と逢勅咋9 4 T ̀／矛”'t埠べ,f::り 正
遠の用索して、、 9素さ蛭＜た、 1, 下を It-=主案江さ液体宝咲処疼ii 上・下半芍’
のイオン分枡を l司社に行った． K. ti J::半芍 I=~ <, C 1-, & o.-')ンコ鰍笈＼さこれヒしま、同

磋飼 t和，夜夜運籾 1-=おけぅ薫柄下重吟と同じ言伯を示した．以上．の年果は C.I -"> 

他に＇）ンコ屑菱イオンが科~K令 <1) Cou"t̂  io艮ヒしてっ役割と杓っ可経tt生と禾．咬する．
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20-7 加酪豆：りf4王企乏紐記の起竜店・注

加拳深 （た大・珂．屯町）

ジ‘ャガ` 4も(')シ、） 'ft) II')魂えを tp片 I＝し、 0、1̂ H aso争 9鬼灸℃・十序心9して

り良． ぃo°c..力0ぅ翌尿4り下℃‘屯石 I=a酉し 1 l8 ~ 19 8酎喝加結3 3. ::.の力U誌文P片ttt‘ 
スな喚0 ℃‘さら,.り ‘)IV和躇製の鬼茎内＼可B茫 l. ll. ">表面に料めとか 5tt‘う,.t:" 

ベ..トを遥¥..1.“̀‘ぅ藁溌求を喰下さ t、ラ為下¥..T~ ラ磨来 9ふ t:}>'J!i ¥':. ~t ¥. ~ぅ島紙を ljt\... 1 

↑-:.だらに 0~引隙広す玉とヽヽう，，ラit齋L？たをし 1 、守内と沈ヽ=や辰知ヽ下＼＝置ヽヽた．

⇔片こ断面に似Iヽ 電和い｀入 L、t吠 I=迄した 3,..¥'-¥K巴立7。吋砧この唸-r・;いと言p
紐胞り痕電位を遂囁し↑~.

ジャカ‘‘ 4己紐記9瞭亀位 (.PD) 11 7~もt,f!. し→M K+） ?Hり、入〇体A片F l.‘‘ It的

- 130,.,.マ1.ヽ 、あるが、純を弄ヵ，,スを遥l・"t唖甑楳状怒 1-:.ちさ乙え迅ぷ既吊和が起‘)
砂 11-1:~ ~o勺戎y,~. ~ャが A L9気左の内翫面の饂記I~ 加 IA_ I--と')高凡 ¥-0..怜

伍的れ代如己溶むこ Lが知 sII'¥_ 1..ヽヽ>ol.‘‘、 ::.の Pb 0 布少 lい代珈¥':.弦<.依なした
起竜紅‘'1.の̂ 7i ン下:ン 7° 0 3い勁{汗二 1=起 iBぅる tりヒ乃ん 5ト a● 唇珠卑下亡戎ヶ
L f;. ¥>D Iさ哀迫氣＼＝よ、）も L のキ年し=さ℃‘函 ‘1汲,~が、 ＝の回＼泣過社1t迅知注1=起

3 江咄的旬臥溢良の,._王 Tと溢狂と 1 ぷ \:C 訣—'-ゥっム ‘）し T= 涸'，\漏0 2...,ゃ乙 iIIt‘‘

さ~.

PD~ 濯うた末中のト”凜良 (t~'").),~ ~, l＾や（らドた汁る乙 、 いゴo ::. 0、I~10 

心 M ">,~尼、キ史泣記． し=あさ匹 1-::. 1i, 11,.叶 5孔 T,,.vヽし、 t心。の粗化1=B9 3 PD 

知 t,11- 遜湛“うで‘あ')、 1 の紐過．西閤 Iエ 30 らゞj...~l-::. わた~. t~ J....，o ~ too-M Q.) 
鳴尼、 PD I江．四．の嗜た1-=-{寺., 1. 式ヽクちるが．ゃの板他去 1 ふ AfD/Ap~令 t m 心V困
'(. 11ヽ さヽ ．ヽ Lが l要臨免床件下に置← Y.. PD 9 ［心。 I-:.氾ちる訟屯社、さ増丈 L1.、

tにJ.::.3 ~ ¥OC>,...M f>配国内℃｀ △ro /A?ト＋と“いぶ／祁？乙 fる‘)． n寃4kバも極的な斥応
tする。 ＝小5 の：：： ℃ 9さ PD ~起電汎成らが［に上 の棺か＝臣応 I....1.'鷺た33 :. 
乙を史．o凡'a。

»"-l:..9 峯 t心黒誨界•j汝 4り下 t｀~ PD ，るもっ’さ° 5 4オ>O令9り的革和、にと、）双．3

が、エ牛＼¥,'It"-~.,_峠つ十ら T”さ阪朱件下 t` Iさ、起を丑4｀ン芥°ン？o~ Irr ¥. 1'-:. p D 0) 

ゃ怜的t員｀ヽ祇積が4年勅し 'l.、、 3こ℃を示喉33. —紐\':. "(心］。 9培た1=4葺って．

護のコ＞ 9̀？り＞ J...、さ噌大するこ℃か‘` 泣思ごふ "'t.、、 3り℃‘、 tk→3. o噌た1-=-~葺う P

P の起電、‘‘t成斥 0 9ヽ 大 1エト＊ I=ょb下° >っ• 0)平ヽ＼‘1他 1=E日うる芥°ンつ°兎ナごウ噌たとを、

吠． 1 らもの乙巴のが~. ゃ以界4令下で＼｀ 5ふたりJ訂 4ズン濯猿Ftさする PDの閲

伶9、3た 4オンつ啜返．逢沢；つお汰的m作を謹．免3 3 01tt2↑叶1えを4壽う巴入がち
る`

：：： <J) ゃに ?DO,山軒キ主 4 カン濡尺に討，‘依ポ吋をやっ ‘\ ,._も正べ~.
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2D-8 重鮭簾節暉怠沼l-t""狂／批直沿噂朋叫
姥方惟昭(“““大）

走査型 r水祖電極（釦＆参 1 、 2, 3)を阻いて 車馳戌節朋細胞の a) 

“位と曖批恥埓朋葬響I砂と 4)い籾舒l心丸らに対す 3彩宮遺
ヘ.怜:。 斗(/)炸畏 I)時奈伶 1汀1 噌他・抵祝セも材料0屯転K疫召比脱ク伯
玉餞｛囀飴胡化紅ヽ{々‘つ fe．釦地噂幻 j令差身I“‘{4, n fく ．
（複台差叫□勺 抵抗差ム貼 !::o、釘く9叫~)。 I)蒋免斜→明を告（匁加ムグ
R辺） 4，la1人？m-釦を幻妓和札た。 ①祥釦酌遵全イ点が比取約伯..-
這か栓杖粒1.::.1a~ ~,go°"~ 瑾鯰1肛 0ふsec) ／この朗悠況も成少れ（心0 名）。
⑨光 ••ON役 3~ 5 KSec ：音戸lt1'~1J 釦飯 (tvむ）直給痘紐”v)砂·ご 91 重位麟囃成」

{J)鰭贅知状態叶疏紐I：：：グも 1召 li/Jか？ l斗釦匂釦 o、/k3ec唸役）。
魚碕化がち:.-'}和臼環/c:Sp砂 re坦 ．の 音うテ Jレつり ／＼・＇ンド と一致す5:E.
⑨電竹パ鯰砂艇(J)”羞釦虔炉 （妙埓1印以ど） lがヒんと9加 ！砂
(Se> j伝呪）．［介（毅庫・晩鉗紐： I)珪度（む遠辺加、生 4応咋0-T)

噂非恥l1砂＂ぼ、数 kSecの固鮨でを化す 3年炉1心1和 9紐！咽鵡剃（計
＂）に近遣 t示す（象 5，6)。 Jl[)明芽伶 1-C1-j I寸3外浚P昧化am知
虹 ¥Gl，，て示した． ；恥Ht-11平↑ （ァH9 約幻•長丈）， ARn↓。団）暇が
籾 TYcph切yl玩c~ C-rPc) （参 r) か•ク衿捉中に存在す 3 と（IO}'M)J.&l'i叫ムRmともに
蕗を告下“恥状態に1m(A而n↓，△ぬ↑芦↓偽1) 噌四。

以上n托がら r明名件におげい祀釦紅の知蛇妥範噂...,た不均ー分布す
忽怠佳イオン禾ン7・ （参8)が尤ガ糾1介す 召復伯に愛？もネ伝ー 1</,i/411""
1.J ヒ杉徐女茅各。

図I
lg I 
-̀←~ 

窟皿

冬考 1娩方竹的 ．ク瑶む筏劾榜務虎析コンプ:rレンス母后ァク〇，，，，（ 197q)．2 -- 9 B足4i物序今
存四表記録p218(l 919)．3 --： B和t約9矯松窃観，，9／（19r9)．4.Spear9D.e. et4, 
J~.P. vol 15夕(JCrGq) 5. 0＆釘TB、Ket叫 PCPvo/ir(l97£）必C'． C.Hanfen.u辺 IH、..J.8沿．
u砂 1(I9rf) 7．竹点斧3必 4 紅：狂幼疇骸打紐（｛介 Cf) 8)<／T9匁戌H.JGP
Vol S-2 (I C? 6 8)。
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2D-9 車軸濠の局所雫奮につりて

吉田秀丑，衣＇井一吃 ，岩咋尚房 （大液区丈 税養

生物舜数窒）

必や Cい＂砕閏知陀り紐 ll"夏っ雫奮芍に、洛苗5位ヵ＼汀グのよう I;:.咬化 すさ

かを躙べ‘bことを日的と Lた。 C&…a"喝合 、 甲 t すなつにす平な贔,,、面椅 I~ . も
tで I"'M  (細胞っ直住') 2, ~ 3倍）であること A'菰しもされて 、ヽ う（揖本：力 14. 
回生物物理弊全予袷集）。栽々 lj: こ収をもう dr lくわ L く言屠べ‘b ため（ミ、 一本の笥

喝徊陀を色々な面社で区切 ')(4-'¥.,8っ＾ ,o-Iレ）．こ礼 1 こ ¼I 加嘔丸を加えて．面

怜 lこ より シ舌豹魂位，，＼＇と．． ＂ようにかわ~ ~\ 又洛杓滝位吠私播中っ＆合に＼さと＂う ちゥ

かを詞べ'た。そったわに屯、吟弁＋ ン ネ Iしの登位 ．吃丸を 1司昭に記ぷkす〇｀中写瓜 ち`

＇） ．国 1.')t.〉な透’I｀足シス TAを猿作 Lた。了りイジョン シス 1ムヒいうの ,a,'マ

＼し今 7° レ 7 サ、 T‘' A ブマレジャ Iし了ン "'1° 、サン 7• Iし才、ールド、 ADコン I(-r.; (I 

2 ビ｀ット）、 卜うイズ 7-/... /＼さ.,ファエ Cを一つに糸且ヰ合わセたものて＂ここかう出

ヵt れた． 'i"ジ‘勺，しのデー 7カ＼・記渇素う (T必£ s 6 K Iゞ イト）に、 一 拓 f.,')込 i

礼 、 更 I;:,,、1口，ソビー =t"A スク (tt，陀落極 S O O k:,、' ~ /.-)に併、なされう。ー紐っ

常朽！からとなりの電柱っ電位を現1定す b辻,,.,粍向 l;i 、ハ°ー ）`ナ，し 3 ;;,. L・ュタの 7゚°
7'` うム I"- よ'）序，/御すれ bA‘、棗高 60} .`.C祁かか b。つ。 ッ ピ j"A ズクに併、オ+セ

れ t::.7" - 7 1さ、デ 0 ゲ＇ぅムにより 落易 I::.)(-Y 7° o ,, クィシン 7 ロスコっ．に出力

するこし戎＾て＇さ． T'`ー 勺，，鰍訴と鬼別にして、＇る。呪在 ' ::..の崚営を用＼I て、刹兒

中である。

△I 

Plo.ti ni,ed t11.n3vsten wir'e 

Diff ren ti a.l a.mplifier 
Floppy disk 

Acivist,on system Personctl compvl-er 

X-Y PloHer Sync.hro scope 
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2D-10 卓釉楳麹、hお1ヤ5腹竜位依がしのえをイ元反和

新免樟月・肛尺仁 東大・経・枯物

ぃ“4紐も紅知t,1腹危イi幻船滋方伶 I-:.度化す 1(た竜位反応：LPC.). 
これ1i起電性イオンぶン 7゚ が光 ktり池性．化すれ3こメ kt，，てお々 3}t穀的かっ

z')、ll f汲、I忌があ "3(sLPC)。卓釉輝”",oi細陀屯訟TA:恥‘:夜股没浪13'l液
雌 h‘請失13のて、舟、形賃の級ぶ t位もl=久え 3こ土力‘・"l-さ1. 紐腹行、い輝I1
均•ATP +t 念 t• 渇合 K 比 -209 負V i1反渭止もいパ・は直杓 l,sLPC屯禿生す了．
ATP ;た 11.Mfぽ LJ匁痢ヽ 比ホ・レアが止うり青f止．篭准11約 -/11(J”V1て` 朕分社1
3．この Iぅr以暉訊当然 sLPCり紅ぎ ri、、 A‘‘, P lL力＇）性の中ヽ い、て・染色 93 
道、もい‘私炉｀•印釦 f.i /-::灸イし 13立ヽヽ礼會位反氏がたtt 1(yLPC)．ざ 1YLrc 
がおキ 3f-NJ /-::. 1-i M)・ ATPヵ‘→fl Lガっ項をl'ぃ・ン？°が止 i1ミ乙＃｀戊早 fiの力‘I そ
ホtもぶン 7・：名注 1-s.Ii直柊印イf、伐 l...腹9、電位が畝紅幻 3て、lが1¢t t-3のかがfAHlと
ぢ3。こホ 1之絡芯 tふぇ 3のがかJ.tボの目的ずお -s.

ck^YA 血四li3砕叫輝t 用、、た． M，•ATP セ含ん釈和1U賤隙主，姐胆 (M,•ATr

坦t)屯製13ため 1:筋内虹い 1~MM,•ATr ををもI EGTA ：知` ‘ふたした． ‘i輝内
叩汲At下什‘.3ため/-:.潅心い lて l~／鼻Ihば9kimsc、lいぷ沖cosヽ を含 tEG;TA
:（'-t用ヽ 9た (HKA輝）。外液 I-:.f1 /Pj"/'1 ~中 1全対、 t l̂H Tyicîe-TYi.s （rH砂Jセ2む
人工速？水、(9l伍l'1KC/，瓜Cl,('̂cん）を用い／ R［竜位11徴,l、電栓ばて灼l足Lた。

M,•ATr i直て` ‘も！夜陀腹濱失後一日も的1追覧性か゜ンアが止うり欣鉗鼻す 1t tが
ぁ"3. この Iうfi.mtt”tYLPCが見3れ 3~ ・t" M,・I/Tf'碕在11YLPC 4J発生t直拝l灯
依がA、，こ tがい‘'3. -in 采して起電11. オ、●~ 7゚のイ令止 t欣今れぃ£5 3がl"Ll'C

発~/-::叫·、 l てい 1 のて‘窃 3 ぅ 6‘. HKi1i1 ntのn9妥．位い遠竜lへJ.,て邊令社11‘L 
直 C11,l、ヤ<fJ 1，逆卜版透13 t大セ I...fi 3. M,• ATf.i暉 I= おいていもi H 如”"＂h3 h喩ふ生か゜ALれ 3場合が力 3. ての I う fi 均•ATrmtセ用、ヽ て腹
竜仮を迎咤 h) ，て 1む湘13t YLPCが起ざ， K冶ン手 1レ勺限名脊lて--i,Z 1EA t、I
り抑約1セホ 3. tト股紅釘て‘̀tsLrcが起を 3のて＂起を比 t、・ン 7・は止うつて、Iガヽ I
L足．われ 1. J火上の亨，史 I り朕勺士が 'r'LPC 発生の条件て•あ 3 と、，え 3 。

通咆明 I.,_A朕免位(V→t賤起免ヵ（ら）の問kV`二ら叶,,,..K伍の 1釘イKがあ 1(I五腹
を氏、 Kが瞭4k机）．冷•ATF 紺脱巧世電朕合 Jt~"f I：：紅そ 3yLrcにお、、ても v.,,.t1紺K
襄のう匂ヒ夜イLす1.上討セ用、，て E伍の麦イLセ求めた， 8畜中 1ておけ 1Emがあ 3位よ

1正が島合け底のう向 l2文化し I ~ 8) 渇合日正の方~ lo.吸化す 3。[p3 Eが以照射

Biにあ 3ー史のイ倉 I臼紅イす L：ぅ l<夜イt.1 3. t のイ~ 11恥 lこ-ff,..1 3もの tL f)、,t 
のがあった，

絡祐： yLPCH: 賤 ~/if l 1.. の党位羨が、J、すヽヽメ発生し，眼起吃力 n ー皮の値 I,~

付l..Iうに反応1"3. 
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2D-11 

R1. 外）＿＿ ＿ ＿ ＿ 

I 
q-, E 

E,T O=t~ 亨 )--E:-L
受社性 赴噛性
イオン叙呈

gi + 32. ＝合
~1.E1. 1'32.E2. = q・ E 
G：イオンコ>う"99:..スの
実集1（直

E:棟起篭P(E'mt) 0) 

実兌，（直
理想的な pa宅言＇l処理復

I 31=q 
E1 = E: 1 

9ュ＝ G -31 
E2 = (<:rE.-81E1)/cGr-S.I.） 

ヽ↑ら、 7•竜丸
． 
~ = ~1 (E  -E1.) 

屯庵性イオンポン？・違骨的希或

骨気生嘩心遠o、S
* 0 * 肢大・考文養．苓遼エ 岸本卯一郎・五（軒尼，廿咄ナ

壱氏clamp O') 争（半 1•·, l＼ヽざ Jヽ知碑 0¥テスト嗚辺、．

Iし入さ含墨ら喘泥レスポ’ンス 0液形tコシごューう一
?’'ジミュしートす bこと（＝よ'), Ch“̀  4叫噴へイオ
ンユンタ` つ` 9ンス，溶量，直3‘l祖戎ぶ砕ぁ 2 諏t：：決
む‘'き3． こ社碑＾桟＾イオン蛤送（が受い浅如広
森 、によ aものと，屯唸准イオンポンつ．によ bものとの
炉••あ 3 か l,;/囀市1知虔遠冷(Ro、5唆在に）イオン
過、元自の 2 ン 9"＞9ンス（和） t超釦 (Eふ冴”33. ：： 
山う t> 、:·=-~ta とI \宍浅•I C7¥ユン 9̀99吠（<::r-)吠浅h
(E) ^  （這かう，超酌性イオバ紐o コシ 9"?？ンス（

3ュ）浅浅ヵ (E2)n o寺乏亥’I~ °'知註t箪1̀`3} ：： 
とにな 3（た（i)).

浅か咆程遠浅性イオン遇和 3 ンダ'99ンス

"珈氾‘ツして和0 にな bか‘； をq起嗚力 1さます＂
這性(::.過令序ふしたのち，受税的イオ辺駆遠喝ヵ

遠年I：：迫っ＂＼＼ 2ゆくユヒも、` わか？r:::. （（幻 2)．屯＇危

性イオン亦゜ン？．＾仔在こな')2"h'性イオン4ャンネヅ
にぅ気いこ t.寸？ンフ゜竜丸（ん）（遠沿I"蒋遼成） lo囀
＾進行 I::.'")¥YI.2.:叙ナし？炉°にな a.
ミI-:Iシト＇） ？ ^ 已` ポt}喝距饂き合ヽ＇の一つ "I."

ぷaTr; phen1lt;n ckloぶむ ('.l.ドM') 1-a:, （iì'理想
に迫ヽ ？ヽ耳溶令‘It阻溶。過和藷も遠（如〇こ゜一つレ＼｀‘Cレ

蝶人と．．籾且さ受(Tなv.(Ii) 3)． 井忠峙 C7¥コンダ｀,9 ン入遠し｀｀t＇恥o遠帝b
咬化 1古主とし噂恵h
性イオぃ訊ぼ (I:'.,I：： 

ょ3もの？ ぷ`＇） ホ‘ン
っ・啜氏ぷ辞渇(tmt::゚

-?（這吠 3な点大
屯乳ら，t吋咽
（キ屯か 3斎‘レし 1°1L‘、タ

J. 
m 3 呼MT哨心11t:....た理
CpH ":f.o)にげな； 3，E，ん。

疫正． ：：t転索（七＾ e•-, a奇
ユ5°C.

.s cm.a 

(a)! :：厨＝＝＿＿

•• 
'，
 

.、
／
 ／
 ／
 /
 

―

―

 
2

‘
 

E
‘
 
ヽ
ヽ
ヽ

-

0

0

0

0

 

＇ 
―

―
 

●

ux》}竺
K
O
E
O』
↑

U
●

-
3

＇ b
 

ー

-
5
5
3
 

~
 

c
 
，
 

．
 

m
 

ー
5

:
0

T

μ

 mIn 

10 20 30 40 50 ●0 70 

ロ
」□
[
~

R 2 2ドHTrip伝n外t:n紐理 (PH?... o) 1: 
併なう 3.E. i ^涅・rt.討→峙．lC°C

130 



2D-12 C h o..ゃ a節闇細胞逗亀性ホ°ンヂへ<!)pH'(_温度．
の新采

皇文伸柑団嘩3}肖本4r国（ネ9反たか更ェ，阪た．＂）
Ch Q r o..節叡訊 fl)き滝性イオン遥経直勧釦オ遺箱のてれ t‘れがPH 

む誼這える~'(_ (:より乙‘'のよう＼こ査4b＂んヽ乙騎ご旺炉娯奮状気につ t)ヽヽ< 1比

鈴した。哨だ逗ヵ(E11o1f)乙コ>§`り 9ンス 1古．子スト lfルス會畳ユ乙計博均 l→よ 3

UMMLfi必主1：：：よリ求めた。
1) P 1-( (00 1..)の投l-::.PH変ィヒに伴うコ >9"クタンス(9)の測史奄 IさRESTt‘‘

毛 AP-P巳Kて`‘ も度化）さ少な l)。筐註I(_TPC玉 phe.)Iグに社）を用ヽヽて E”f.豆 Q
を起竜惟＊゜ン 70の叙分 C8-2, E心ヱ遥勧的今ャン~ lv(3,)巳）I咽隋してみた。

p H Iょ起竜住太9ンフ， <1)E咋たぎな亡Aヒをあたえ 3。:?0) Ei 11)凌化 lさ伶PH脩I-t'はHt

の遵紅欠取こ竃埓如、があり 、恙 pH像戸‘‘玖%・10)Rみてボンブ唸性が千が 3こ老入

られ 8o 妥ヽ勧的Aオン過程よ枷：紅加．ず5況 ULo.,te 7‘' さ~.

i詞誼参庄を表える乙 RESTの←fェA.P-PEAKのQが大きく変化した俎沿
RESTで 1太Q乙E叶． はs>c防近で 1お新近捻的に約ー／0ク約秒5/~・ にな 5。
この｛gは肖本 5(1う によ）て三尺め 3れた今ャンネ l嘔‘分 1逗 l)。 5OC.陪低で 1なた竜

性木°ンナが（歪乙人 ・c~ヽさえ 5 れ tl) 3こ差人 5れる。 A.Pー陀麻て‘ぱ．コシタ‘'ク 9

ンスのたきな名肛夜人ヒお1ま乙ん℃‘‘ 今ャンネ以令動的）によるモのであ 3。以.l:.のこ

”S  RESTず 1吐た竜但ヤンヂがたそく彰詈tう1tA、p-底灯 I本ヽ 妥釦的Ar、/4ャ
咋 lしか全 1：：：：も増をう Itる。 APの立上が）ゃ訟ntonも温度 1;:.j:, (.,大ぎ<祖A七”
。（鯰 これ l環度の産4只遵動的今ャン~ Ivの此va.ticrn．如や科iom時兌海が米
ンヂ噸キご）姿4ヒ乙閲倍、つ'‘け 5れ3.:::.こを示咬す 3。斥ンヂ電ぷ気3...A、P、の国傾函倍t

はや ~l- I) る乙券入 5れふ U)け本上之、ヤケ内引ャ俎寡
U) 
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；～ 
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2D-13 Cha'('Q 莉闇細胞内 A丁P壌度に対する
阻専キjの影摺
゜竹磯子， J::,.祀釦が／岸禾卯一祁 （四・教甚・

生物 l * 1反大•基護ェ•生物工学）
品血特心生物にあ‘vヽ 'Z.. tfが覆度勾戻を利用した起電往イオシだア700)存

在ぶ租告 2れ t 1,/¥る・阜紬桑． 1::あ、い t も．電た生究の実験I::.J') 、起竜楼：イオァ穴

ン 1゜ぶ暖電いた 3 な吝騎~を占ぁ 3 ンと、起も、主イオアオ、゜戸゜ r::-1'すす 3 正脊牙 0)
文ぎ ¥/'1 :::,とぶ詞べられた竺岸禾らはミトコプドリマの F,~且塔lll 尤ぁ汀iphe,yl-oi n -
chloride (T Pe,) が＇．オ、• /̀7゚ の理想的な祖冑:fltぁうと房えらんる紺果と得た・
史際に fI P~ 阻害されうことによって ATF 念衣ぶぷ‘マえぅれ 3 っか、あ 3 ぃ｛コ

免な 1-::.f、./7~i,:.· 阻害 □ 人五知 Iコ，細腐P A丁？環危 17どり桂度 1合底少するも
のかと齊@ I凶要¢あ~.今回代々 Cd , 党気生捏的な史、験豆賢件にみぃ車紬咲0)
抒閉細胞L用い<'箱々の阻冑芥lと与えた呼"'ATP壌度こ測尼した．
材料1, 伍 ra (.,oraIIina t困ぃ ，ATP浅度旧宮本らゥ方丑 3)i’79lった。

図 l-i.示J'れiょう 1-:..．阻害-Fl7して＇暗条件にした圧＇ウ乙も ATP痕度17少し

森少する．哨条件 i• T P C2がHt 5た3とAT f l7 2̀S XIO1H I=’J)もと q レベ Iしの 3タ
o/0にJ"'i.・坂アしこい~.竜気的 9 史験ゎヽう、 T pしl1明各件 -i'I刀幻阻薯効呉か'ra

ぃンし p冴）か 7 t V¥ るの乙＇， 紅／0,-:fィ～2．rx(OがH0)闇に包竜枝：イオアズンプが＇働く

r辺に 1-}＇『け妙 ATP濃度 Pミ＇存在す 3ものと考えられる。沢1-::.Tp C 嗜条作こも
阻晋マれない乙●9 残 ~ATP について網べ;た外に淋塘条阻落利 t' あ 3 叫。 o.ceUC (le.id 

(IAA)ImHを加え乙みた（団 2)． IAA t加え 3とATP環度171炉／°にう t'痰加た。

この環度 -z:· ,~ 急動ゥ井希に弱<. ?，ていう。 3F::脱茨怜杞j-,,• み J Dinitropheriol t,，ュ叫
11T Pしと与 iたB手と同佳度 0)F且害効果と示した。

これらっ緑果 m,Trしt危電庭イオン太ン 7゚ ぶ阻塔マれ 3という竜魚生理均

丸駿遠く支符す3も 0) c'.あ 3. 1 T-::. 細胞肉 ATP~匁づすし -z.11，ミ トコ ンド
'I 1.クロロ 7゚ ラスト／麻焼系のもいい寄与があ 3ニヒと示し Zいる。

LIGHT 

-l  DARK 
芯：

0,6 ~—\ ‘`̀lT o,6 

嘔 HT
0,4 ~ヽl 。 ,4| ＼ .ヽ.. ょ ,_t+IABARK

+ TP~RK O.？ト 人ヽ

~TPCD熾
゜

20 40 
TIME (MIN,) 

l) 窟本他／上元に 当予怨集

60 (PH 7,〗塁）。
20 40 
TIME (MIN,) 

工 田ぅ尺•新免 生体っ科夕瓦だ氾 (I~77) 

60 

3) H.Miyarnoto,T.Ikehara,T.Sakai,and H.Yarnaguchi Acta rnedica Kinki Univ.!_,75-85(1976) 
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3A-1 オオハネ元祖綽｛す K あり~ 1-i ; I I 反凡•

痢田光正 （東枠大 ・珪一生物）

すオハネ毛~かう抽炭さ札る産緑 f木 Iよ外康 t 絡つ cIが5 A-"7 笙，租~侑て＾あ＇） 、 先合

八のク反／応と竹っし房とうれて、、 3ゐ＼、、高玲栢物の度絲住し足 i-g-t 13、‘。オ行究
てー（i>の差埠珠の翁未苓生 I'.- Hi II月尻に対すJ訊素ヤ炉釦効果 lてつヽヽ z雌］へ、た。

り喝ふ圧り、名ヶ穿

狂直囮及の喝立在 /J,、陸j::.塘物にい麟てあiこI'..j.i＼やぅ叩わり、オ
すIヽ えも tJ)痰喜を生 r;J. ク、6~ 09 月、／ Iしじ}--IL夜、か峰が切昴大位t示す。ご
り只和Jの丸l生伶千 lよ DC1『い 、『料が II反凡 1,;;も¢うれた J¥●：高知A’
i‘のラ蒻（虹 Idp-BQ H; /I 反え• {-c- Iよ見うれ石 dヽっ た。 ：：れ号の他張、高矮9噂 I-::

ようラり這千 1“ 寸屯助て令あ I)、反灰夜中の、JILじ‘トー／しい ioq々にだ Lてt
劣厨 la復l1ながった。 こク差絲｛本て` ヽ"')0cァ pg元ラ41j生のim位I＃伯＜ 、翁f、
脊主の数今"') 1 心てあった。 ::.っ劣性っ他さ I1 2つ算括昧h＼外釦持っ為て‘lが2

くジう 1 イド服旬本の帷彼戸旦もの噂しられふ

之）Tr;s ダ直

印？仇理／つ・よフて r炉 iH; ／／石八，す goi。森ナし、柏羞て の`放光 Iよ30~¢  -/ 
戎わし PP C 心£ K 雌した。が理昧 1月!Js分(̀ 免 fjJ1:/ 6＼□ Tr; 5瑣席 1,t／、 Sげ
臼厚• （」あ？乞

ぅ） P B M I Bり杓果

町、発生§ぷ PCl p g死IJI戸1PB"'1I8て`` を クに日音さ礼パ、？バtt
仕（ナ~ ~ DC エpPJ ::; J,,月的忍禿力＼`、,tz..,)、 この是 7c,rJ光g打脅 fl::.1支¢ LO朽以上佐.,
た・ ::..れ Itp 6 M I Bす7,j'L1..のがtダ尻 JI/-::.よ3塁禿しがとられ 3。?-6Qん／／

反た噂｛才慣窮によリ‘r"しャ仇なヽヽ坊令しざれ j喀令ク＼・あった。
'I) u..n coup I e r茄果

1 A M以戸 cccp 砂 ‘ID_μ.月のグラミシ ラ‘‘ン Jによ）翁庁発tl;t窓生尺
＂ういた。：：札 IJAT f豆もガ＼、広い J1-::-よ3 カ1しじ`、レ ザ1り1レ噂此内森す
るL万とう汎3。 PC 1 f牝§元ガI}生(;tり-うミララ` ‘;,,J f,oよ） I 5 ％に昇レた。
t)kcf./り効表

町` 茶生 IょoIの M 9 K CiVて｀秒んじ完全に＂され、 PC エ？い l;i-I,.,,, 11 
て`、略全 1-:::租患ういた。 ーオ r-BQ H ; ll反応 Iよ／ '71)M/LC N_て`i之 0 fの口んと
すった。 巧 f釦農度て万祖名 (J¥がウレン、／‘うの恩I鳶互絲．iオn喝令し同様、にガ 1Lと‘

、／介1ぅIレを展塔す b方t劣iられ3。 ｝'?r1 H どの阻'$1よ夏J修1反応（ ち， 1りく
牝合入す、 1t iの（初）の P鰭 Iこよ 3ものし月とられ 3。

これ芍ク点令集 I寸才す Iヽ ネ毛第絆 f才力＼、高考杉物の場合し叉逸な、セ＿もあ 3 り＼〗尻？
て、、 3点もか切あ}} i元lt名‘'） 1 特に H,-II 反／足視素しシラブイド睛 tの反

ぃ戸＼` 各i才疇｀§きに上フ zI度3り先姓i禾，度し乙、、3、
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3A-2 オオ lヽ 井毛栞祐体における蛍光の初籾杖痒靭屯象

伍和h,9um (il*．炊屠甚硬科）
森々 11オオ lヽ 牙も呑緑奇!.If]いて ｀ 7ロロカ IしA の＇言光の誼導狙現象の全過

程ぶ 、aU-h心子で＂も再咤ずることを見土し、 こ札 E.1-0ぃ乙光.g"""9/0秒 l＝り

たる営売森度役 (t, (D  p s, H、)につりて巧況し 、 糀告し t さた。今 (91づ ． 光堕’"€

1 秒 1,•L I9に起さる 、 いわ”るエ Dp役化につ I) Z萩舌する．

オオ 1在も呑緑序を牧気な件でに営さ ．莉望射伎営党の枕痒割屯象と槌廃す

うと、顕殆 rJID-今‘-Fが純象さ札る（ I91)。 1D—叫，こ（旬し乙ば、梵来なめら

かに我ツし 、つ l1 "l,-i;営ooする単一のをiヒとし 7..萩告さ札てさたが、オオ Iヽ ネも奪珠

釦粁しく期ぺ 1 サると、 931l：：：示す Sうに複絋な晒l釘砕遥をホすことが見乞され

た。 しれ l りを呆の l.D心p の他 I~ 身’) d) 暫光肴加訳分ヵ；；をなっていることによ 3 も

のて` ある。 ID心 r臼貨 /6和 b労示エ且ぷ J1__のI釘色祖告する PCM(./ （3-(3、“―
砂 oレopke.”l)-i,1ー←ザIA,Ya)~ DBH"I.B (2-、ぃ砂o匹 1-h'!e#.f←Sor呼 f-t.-
bむ mFへo加）によ＇），兌 3位逢<1)tB筈し平行して祖筈乞札みが．光化、ぎ朱工 m遺元
但りの佗臼4ぇ逹祖いかJ'i、ある rHA(pk勺レ釘ひYic 叫辺），1｀ ID—叫の大きさ
を小 tくした 1ことと` 3った。仕っ zID--ムpI3アラストキノン尺光化名未 1の飯ギ1J
の完 J復各斧である aがll11°遺元之ムた令仔下乙ー牝旺＊了す 3 と` Q な知じ弓示ェに

よって酸化されることによると名と 5れる。

一方 ID-必 I=1tなって競をろ払しい＇汽光を化 (-;J.、 りン穀(C及応の脱某位+1乙ぃ

ぁ3 cccp(c叫呵炉Fら必△— 叫{OYorい炉1J吋が）を未ヵ0 ~ i'c., i角矢し、 ID令
はなめ 5かな斧 t...なる。 同様の知条 Iぃ洟電位形なと？aをす l Iぐ'))てイシしと未

加した場令にも見 5,K..た。 しかし、＇も某伐贄｝ -z."IJある

が．洟吃位を序消し 13 1) MHぃ尤ベナイレ｀ェラ 1 シン I1

Itししど影尊がなかった。 従っ乙斬しく見乞された年

ぃ索杞収茸＂也釦 13 ｀ →ぅュィト様を介し 1 政` L す3慎

電位に依存していると兎えら札る．号安オオ Iヽ キも奪祐

保 -C11 I') t吟l匂苓に大さな虎愛位ヵミ訳立していろ：： t..ぷ

g 。~J)力 o=t I 1ドを 4Cて` 示されでい.,.,. 淡応i
而六によるクロロつィ、レ A ，，営光牧茸受ヽt,1::.,.以下の 3
-, 11) ~合が序之 5 れ 3 。 a)，凄佗、＜iが、邑喜的に 7ロ
ヒ万 lしaの管売収孝 t沼大 2t 3凸，⑫)．光化1未

Iヌで 1I.9=みけるを化弓及応 1-::.約噂と与える礼合 ・ (3}. 

吃 3イい豆及たの逹度に魔1噂と与とっ t}合． 乙。あっ。

ここて‘l1 テ)..? 0- ム f 尺隧竜位~4t... をク t,. ロフィ

Iレq ti)蛍牝阪年麦 4t.と同 一令件下て‘ 津`）えレ、成宅位祁双

反応の rf免収年へ＾牝埓 I::.つい乙序祭''3..

ー

D
 

I I 

0、2が

如

図1．労知を度祉手（りをィし
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3A-3 煮偏奨緑体<llヵ今ォン合量

山岸弔疹，佐躁知危，枷碩栄 （東大・数羞・屋礎斜）

冦緑体内で起る光合成の様々な反応ば、イオン，：農度による影習芝大きく疱 11'~
ことがよく知られてい 3。謡偽菜録1本(/)イオンの谷量に段!1てぃくっかの報培がぁ
3が、得 5れたカリウムのイ直の間には、 O.5~ 6 μmoles/m8ふI.というかなり大きな
差がある。しかも光合成反応へ (J¥影饗え差える上で重要なのは栞緑休中の力4才
ンの合量よりも活量であ5。

保々は先に、イオ）フォアを用いて醤緑体内外(/lカリゥムィォンと水棄イオン

を交援させた碕に起きる外液の出変化を場j史することから競緑体内の力りウムイオ

ンが合量を推定する方法ぇ報店 It:こo そして、；毎産の緑藻オオl＼ネモの投緑体内に

は、渚量に LてJgomH、；農度にすると“゜吋4以上もの高遺産のカリウムイオンが喀

在していること左報告 lたo こr1)イ直1ュ、これまで高等植物において報告された値1こ

比ぺてはるかに高い値である。今回は、さらに実験方去の精虐衣嵩めるとともに、

他の方法により ．オオ l＼ネモ琉緑体が高いイオン合量を持つことを支持する紬果を

得た。

オオ l＼ネモより言周整 lた照偏領緑体をTヤ1＇sでpH7.5 に合わせたSotbitoI I.OH溌

液で2回浅い、葉緑体以外のオ）しかネラをほとんと令ノ含まず、また大半が無傷積録体
である様品を得た。

ご (J)葉緑体棟品ば l応は HヰB当の高い浸邊圧を持っリルピト→しまたは
KClを含む湾液中で、炭酸固定の森大渚性を示 It：：。これ IJ、オオl＼ネモの奨緑体
内部が高い漫屯価を持っているためと差えられる。海,Kにl;;t合計約/.I Hも17)イオ

ンが存在しているので、 それに曲応した象も果であるとも考えられる。

さらにこの標品について原手唆光光痩計を用い、棟渾喩ヵn法によってカリウ

ム(J¥合量之湧虔 lヽ i,'7匹油f,/i,,9 JJ.とぃう値立得E。こればこれまで怠翌楢物
にi:tlて報沿されているイ直に比べてやはり幕ぃ値でlくる。なおナトリウム 1.:1、約
lド"'ole／咆chi であった。
また、先が合量洵定に際しては、 Tviton'1..-loOによ 1)稜緑体構造立坂壊1たと

きt1lpH変化を灌1定する Zとから某緑体内(l¥pHを推定した。こバ法の殺度を高める

ため 1::.種々 (f)検討を行い、 pH這 11定す 3際の涛液＾塩棗産が大きな影ずを持っこと

を貝出した。これ l.:l.. 笈緑体内n曝また 1ユt=-人1ゴく曾の縦衝作用h灯甚農度に依存す
5ことによると老えられる。この点を検言:;tl、得られた綽果を教告する。
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